
【24 時間対応：最新の手術室】

前回特集しました様に、私たちは「救急は地域医療の要」であると考えておりますが、
同時に確かな高度医療があってこそ、その救急医療を支えることができるとも考えており
ます。新病院では、これらの患者さんの検査や治療の為の様々な機器や諸室を用意しており、
今号では手術室についてスポットをあててみました。

■現在の手術状況
救急病院である当院では、昼夜を問わず重症の患者さんが搬送され、緊急手術も少なく

ありません。その為、現在の川崎幸病院では緊急手術は全手術症例の２割程度と全国的に
見ても群を抜いた値となっておりますが、それ故に症例によっては予定手術が数ヶ月待ちの患
者さんもおります。特に大動脈疾患の手術は 10時間を超えることも希ではなく、現在の手術
室数（川崎幸病院３室＋中原分院１室）がネックになることがしばしばあります。また、
手術室ならどの部屋でも良いというものではなく、症例によっては症例特有の設備を要した
手術室を使用しなければなりません。

■新病院での手術室構想

〈７つの手術室と展開室〉
新病院では、４階フロアは総て手術関連のエリアとなり、手術室としては７室を予定してい

ます。これは入院病床 100 床あたりの手術室数としては国内でもトップクラスであり、
またいずれの手術室も重症手術を想定した設備で、施設規模からいっても室数／内容共に
たいへん重装備となります。さらに、手術室間に展開室を設けることにより、手術中に別の
スタッフが次の患者さんの手術機器を別室で展開し準備を行うことで、手術と手術の合間の
時間を短縮することが可能です。

当院は救急病院であり 24時間緊急の手術が多く行われていますが、新病院ではこれらの
設備により「手術室が使われていて緊急の手術が入れられない」といった問題も激減します。

〈イメージ図〜４階 手術フロア〉



〈手術室７室の配置とクリーン度〉

〈クリーンルーム〉
手術中の感染リスクを押さえ込む為の施設設備の一つとして、空気の清浄度を高く維持

するという考え方があります。
この室内環境清浄度（１立方フィートの空気に粒径 0.5μm 以上の塵埃が幾つあるかに
よって分類されるクラス分けで数値が低いほどクリーン）においては、通常一般的な
手術室はクラス 10,000ですが、新病院では清潔度を要求される脳外科、整形外科、
心臓外科（大動脈外科）を想定した手術室はクラス 1,000、中でも大動脈を想定した
手術室は術野（手術室の中でも患者さんの手術台周辺の空間）をクラス100としています。

〈ハイブリッド手術室〉
７つある手術室の１室としてハイブリッド手術室を予定しています。これは、別の

フロアで予定している血管内治療室３室とは別に、手術室内に血管撮影装置を導入し、
外科手術とカテーテルによる血管内治療の両方ができるシステムです。これを組み合わせて
使用することにより、より精度が高く安全な手術が可能です。また大動脈瘤疾患に対するス
テントグラフトといった通常のカテーテル治療よりもハイリスクな血管内治療を行う際に
は、病態によっては緊急で開胸手術に切り替わる場合があります。万が一の不測の事態も
想定し手術の設備とスタッフが揃った手術室内で治療を行えるというメリットもあり
ます。
ハイブリッド手術室は近年注目を集め始めた最新の手術設備の一つで、国内でもまだ
あまり例の少ない設備です。主に脳外科や心臓血管外科（大動脈外科）といった血管手術
治療の多い当院にとって大きな役割を果たす設備となることでしょう。

〈鏡視下手術室〉
現在消化器外科では開腹手術だけでなく、患者さんの体への負担の少ない鏡視下手術

（小さな穴を幾つか開け内視鏡カメラと手術器具を入れ手術する。開腹手術に比べ負担が
少なく早期回復にも繋がる）を積極的に導入していますが、新病院では天吊り式の最新の
専用設備を備えた手術室を予定しています。
尚、天吊り式は床面がクリアになることにより室内清浄度向上の一助となるほか、スタッ
フの動線が確保しやすい等の数々のメリットがあります。



〈ＩＴシステムとの連動〉
総ての手術室には大型モニタが設置され、電子カルテ、麻酔情報、放射線画像といった各

種情報が総合的に確認でき、手術の安全性・効率化に役立ちます。また全室、手術部位の
動画映像が撮影可能で、ネットワークを介し別の部屋でのモニタを利用したインフォームド
コンセント等にも利用可能です。

〈災害時〉
大震災時等でも継続して手術が可能な様に、建物が免震構造であるだけでなく、大規模停

電時でも手術室の空調（クリーン度）、照明や機器類の電源は全室自家発電装置にて
バックアップされております。

手術フロアでは、以上の様な設備を軸に、24 時間態勢で緊急患者さんの受入をより
スムーズにすると同時に、予定手術も含めた総ての手術において、最新でより安全性の
高い手術を目指します。
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